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はじめに 

 

 

 消防の任務は、火災を予防し、警戒し及び鎮圧し、国民の生命、身体及び財

産を火災から保護するとともに、水火災又は地震等の災害を防除し、及びこれ

らの災害による被害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行い、

もって安寧秩序を保持し、社会公共の福祉の増進に資することにあります。

（消防法第１条、消防組織法第１条） 

 

 そして、各市町村では、それぞれ自分の地域を守ることになっており、消防

署や消防団を設置しています。（消防組織法第９条） 

 当市では、常備消防としての北上地区消防組合消防本部、北上消防署と、非

常備消防としての北上市消防団を設置しています。 

 

 消防団は、「自分たちのまちは、自分たちで守る」という精神に基づき、消

防署に勤務している消防職員とは異なり、生業を持ちながら、「地域住民の生

命、身体及び財産を守る」ことを使命として、火災はもちろん、地震や風水害

などの災害発生時には消火活動だけでなく、警戒活動や応急救護活動なども行

っています。 

 

 消防団員は市の非常勤特別職の公務員で、市の条例等に基づき市民の皆さん

の御推薦をいただき、市長の承認を得て消防団長が任命しています。 

 

 団員を支えているのは、団員一人一人の旺盛な郷土愛護の念と御家族の御協

力、更には市民の皆さんの暖かい御支援によるものです。 
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１ 消防組合（常備消防）について 

  常備消防とは、市町村に設置された消防本部や消防署のことであり、消防

業務を生業とする人（消防吏員）が24時間体制で勤務しています。 

  当市には、北上市及び西和賀町の１市１町で構成する北上地区消防組合が

設置されています。 

  常備消防の整備は、昭和30年の北上市消防署発足を皮切りに進んでいき、

消防整備計画に基づく広域消防の政令指定により、昭和49年４月１日に北上

市、和賀町、湯田町、江釣子村、沢内村の５市町村で北上地区消防等組合が

設立されました。昭和63年の名称変更並びに平成３年の北上市、和賀町、江

釣子村の合併及び平成17年の湯田町、沢内村の合併により、現在の構成とな

っています。 

  当市には消防本部と北上消防署が設置されており、北上消防署管轄下に和

賀分署、大堤分署、村崎野分署が置かれています。 

 

常備消防（北上消防署現有勢力） 

令和７年４月１日現在    

事 項 別 規 模 備 考 

署 の 数 ４か所 北上消防署、和賀分署、大堤分

署、村崎野分署 

実 数 １２３人 消防本部及び再任用職員を含む 

 

 

 

車 

 

 

 

両 

 

 

 

ポ ン プ 車 ８台 うち分署５台 

化 学 車 １台  

は し ご 車 １台  

救 助 工 作 車 １台  

津波・大規模風水害対策車 １台  

救 急 車 ６台 うち分署３台 

指 揮 隊 車 １台  

広 報 車 ４台 うち分署３台 

連 絡 車 １台  

支 援 車 １台  

消 防 バ イ ク １台  

輸 送 車 等 ７台  

     ※車両については、予備車両を含む。 

 

 ２ 



２ 消防団（非常備消防）について 

 

  消防団は、常備消防の消防組合、消防署とともに、市民の生命、身体及び

財産の保護の任務に当たるために、消防組織法及び市の条例に基づき設置さ

れています。 

 

 (1) 消防団の移り変わりとその仕組み 

   消防団の歴史は古く、江戸時代から「火消」として各地域につくられて

いたと言われています。それが公設となったのは明治27年で、勅令によっ

て当時の各市町村で消防組が組織され始めました。昭和14年になると警防

団令が公布され、消防組は警防団となり、昭和22年に消防団令が公布され

ると、翌年の昭和23年にかけて、各市町村の警防団は消防団に改められま

した（黒沢尻町、立花村、飯豊村、二子村、更木村、福岡村、稲瀬村、鬼

柳村、相去村、岩崎村、横川目村、藤根村、江釣子村消防団の発足）。現

在の北上市消防団が発足したのは平成３年の北上市、和賀町、江釣子村の

合併の際で、本部及び19の分団で組織されていました。現在は、組織の再

編がなされ、本部及び14の分団で組織され、条例定数1 , 1 0 6人（令和７年

４月１日現在 実員数8 6 6人）で構成しています。 

   消防団本部には消防団の最高責任者である団長、団長を補佐する４人の

副団長、分団長とのパイプ役に当たる本部分団長４人、本部副分団長14人

のほか、ラッパ隊が所属しています。 

各地域の実働隊である分団は、まとめ役である分団長のもと、分団ごと

３～７つの部に分かれています。また、通常の分団とは異なり、特定の役

割を担う機能別分団があります。詳細は別表１のとおりです。 

 

北上市消防団ポンプ車等現有数 

令和７年４月１日現在        

車 両 種 別 台 数 

消防ポンプ車 １８台 

小型動力ポンプ付積載車 ４６台 

指揮車 ２台 

支援車 １台 

 

３ 



 (2) 消防団員の任務 

   部にはそれぞれ受持ちの地域があり、詰所である消防屯所を持ち、消防

ポンプ車又は、小型動力ポンプ付積載車を所有しています。 

   通常、団員は農業、商業又は会社員などの職業に従事しており、火災発

生を知るとともに各屯所に参集し、消防車に乗って火災現場へ出動します。

火災現場では放水消火、ホース中継、覆土消火、破壊消火のほか、必要に

応じて様々な活動を行い、鎮火後も火災現場を受持つ部が再出火の警戒に

当たります。 

   また、火災だけでなく、大雨、洪水災害時の水防活動や、大きな地震が

起きた際の巡回、警戒活動など、非常災害時には地域のために出動してい

ます。東日本大震災の際はこのほかに避難所運営の支援等も行いました。 

   そのほか、各種訓練（別表２）、行事や広報活動、消防水利の整備、と

きには地域行事の警備など、多岐にわたる活動を実施しています。 

 

 (3) 消防団員の任期 

   北上市消防団の部長以下の団員に任期はありません。団長、副団長、本

部分団長の任期は２年で、団長は選挙によって選出されます。 

 

 (4) 消防団員の種類 

   消防団員は火災や地震等の出動のほか各種訓練や警戒活動など様々な活

動を行う「基本消防団員」と特定の業務のみを行う「機能別消防団員」が

あります。 

   また、「機能別消防団員」は、火災等の災害出動を主な活動とする団員

と、火災予防活動や消防団活動の発信など、広報活動を主とする団員があ

ります。 

 

 (5) 消防団員の待遇 

   消防団員は、地方公務員法第３条第３項第５号に列挙される特別職の非

常勤公務員です。 

   団員には、階級に応じた報酬と、火災や訓練等の職務に従事した場合の

出動手当を支給しています。報酬及び出動手当の金額は別表３のとおりで

す。 

   また、団員への貸与品は別表４のとおりです。 

 

 

 

４ 



 (6) 表彰制度 

   一定の期間以上勤続して地域の消防防災に貢献した団員や、特に功績や

功労があった団員に対して表彰を行っています。 

   表彰には、個人表彰のほか分団表彰、団表彰などがあり、功績や功労の

度合いによって市長、岩手県消防協会会長、県知事、日本消防協会会長、

消防庁長官などから授与されます。また、叙勲を受ける団員もいます。 

   なお、個人表彰を授与された時は、表彰状と記念章（バッジ）が贈呈さ

れます。 

 

 (7) 消防団員に対する災害補償等 

   消防団員には次のような補償等を行っています。 

  ア 公務災害補償（岩手県市町村総合事務組合） 

    消防活動中に負傷したり疾病にかかったりしたとき、又は障害の状態

になったときの損害補償や、死亡したときの遺族補償などが支払われま

す。 

  イ 火災共済 

    全団員が加入しているもので、団員の住家が火災、落雷、風水害、雪

害などの被害を受けたときに、共済金が支払われます。掛金は自己負担

で、報酬から控除されます。 

  ウ 福祉共済 

    全団員が加入しているもので、団員が死亡した又は一定の障害を受け

た場合に援護金、見舞金等が支払われます。また、７日以上の入院をし

た場合にも入院見舞金が支払われます。掛金は半額負担で、報酬から控

除され、残りは市から支払われます。なお、共済金給付内容は別表５の

とおりです。 

  エ 退職報償金（岩手県市町村総合事務組合） 

    長期間勤務して退職した団員に対して、その労苦に報いる目的で支給

されるものです。金額は階級、勤続年数から算出され、別表６のとおり

となります。 
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(8) 消防団員への支援・優遇事業 

  ア 北上市消防団応援事業（北上市消防団応援の店） 

「北上市消防団応援の店」に登録された店舗を消防団員（一部家族も

含む）が利用する際に、入団時に配布する「消防団員カード」を提示

することで特典（例：●円割引、ドリンク一杯無料など）が受けられ

ます。対象店舗は市公式ホームページに掲載しています。 

【ﾎｰﾑ＞くらし・市政ﾄｯﾌﾟ＞組織から探す＞危機管理課＞消防係＞消防・救急＞北上市消防団応援の店】  

 

北上市消防団応援の店一覧 

令和７年４月１日現在  

飲食店 57 理美容・健康 5 

小売店 37 旅行 2 

宿泊・温泉等 9 金融・保険 3 

自動車整備 6 その他 14 

住宅サービス 7 公共施設 4 

合計 141事業所  

 

※   岩手県で実施している「いわて消防団応援の店」に登録されている

県内全ての店舗においても北上市消防団の「消防団員カード」を提示

することで同様に特典を受けることができます。 

  対象店舗は岩手県公式ホームページに掲載されています。 

【ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ＞くらし・環境＞安全・安心＞防災＞防災の取組み＞いわて消防団応援の店登録事業の実施】  
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むすび 

 

 

 地域に密着して活動を行う消防団員は、自主防災組織とともに地域防災の中

核として活躍しています。また、火災、災害現場でも常備消防（消防組合）と

連携し、大きな戦力として災害の防除、軽減に貢献しています。 

 

 北上市は、市民の皆様に深い御理解と御協力をお願いし、地域防災のリーダ

ーとして活動する消防団をより充実したものとして発展させていきたいと念願

しています。 
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３ 資料 

 

別表１ 北上市消防団組織表（令和７年４月１日現在） 

階級 

 

所属 

団 

長 

副
団
長 

分
団
長 

副
分
団
長 

部 

長 

 

部
長 

班 

長 

団 
員 計 

本部 １人 ４人 ４人 14人 １人 １人 13人 38人 

 分団名 人数 担当地区 

 

第１大隊 

第１分団 44人 黒沢尻（ＪＲ東北本線西側） 

第２分団 49人 黒沢尻（ＪＲ東北本線東側） 

第３分団 42人 北鬼柳、鳩岡崎、上江釣子 

第４分団 77人 滑田、新平、下江釣子 

 

第２大隊 

第５分団 63人 飯豊 

第６分団 97人 二子、更木 

第７分団 52人 口内 

 

第３大隊 

第８分団 56人 黒岩、立花、稲瀬 

第９分団 58人 相去 

第10分団 44人 鬼柳 

 

第４大隊 

第11分団 83人 藤根、長沼、後藤 

第12分団 64人 横川目、竪川目 

第13分団 91人 山口、岩沢、仙人、煤孫、岩崎新田、岩崎 

機能別分団 8人 市内全域 

計 828人  

全団員合計 866人 
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別表２ 主な消防行事 

と き 行      事 

 

４月 

小・中隊訓練 

礼式訓練 

北上市消防演習 

５月  

６月 
北上市消防操法競技会 

北上市水防訓練（隔年） 

７月 
岩手県消防協会北上地区支部消防操法競技会（隔年） 

岩手県消防操法競技会（隔年） 

８月 
花火警戒（北上・みちのく芸能まつり） 

屯所資機材点検・ポンプ性能試験（※） 

９月 北上市総合防災訓練 

10月 各種教育訓練 

11月 
秋季火災予防運動 

各種教育訓練 

12月 消防団懇談会 

１月 北上市消防出初式 

２月  

 

３月 

春季火災（災害）防御訓練 

春季火災予防運動 

岩手県消防表彰式 

 ※秋季に実施することもあり 
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主な消防行事の紹介 

 

消防演習 

 

 消防演習は、日頃の訓練の成果を市民に披露する場です。展勝地で観閲、点

検、部隊訓練やラッパ隊訓練を行った後、分列行進し、北上川に向かって放水

訓練を行います。 

 

  

 

 

水防訓練 

 

 大雨、洪水による水害が発生したとき、迅速かつ円滑な水防活動を可能とす

るため、水防訓練を実施しています。堤防の決壊や損壊を防ぐための水防工法

を実施して、水防知識、技術の向上を図ります。 
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消防操法競技会 

 

 消防操法とは、消防用機械器具の操作・取扱い方法のことで、消防団活動の

基本です。市では操法の習熟と消防技術の向上を目的として、消防操法競技会

を開催しています。また、隔年で北上地区支部消防操法競技会及び県消防操法

競技会が開催され、競技会で優秀な成績を残したチームが出場しています。 

 

  

 

 

総合防災訓練 

 

 防災関係機関と地域住民が一体となって訓練することで、災害時の迅速かつ

的確な応急対策活動を実現とするため、平成24年度から消防団と地域住民とが

合同で総合防災訓練を実施しています。 
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災害防御訓練（火災防御訓練） 

 

 消防団と常備消防である北上消防署が連携し、円滑かつ的確な災害防御活動、

火災防御活動を行うことができるよう、訓練を行っています。近年では活動隊

の現場技術の向上のみならず、消防団現場指揮本部の運用訓練も行い、大規模

災害発生を想定して訓練しています。 

 

  

 

 

各種教育訓練 

 

 初任団員、現任幹部、ラッパ隊員対象の教育訓練に参加することで、消防知

識の習得や技術の向上を図ります。 
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消防出初式 

 

 消防団の１年は、消防出初式で始まります。出初式では、優良団員の表彰や、

さくらホールから市役所までの分列行進が行われます。分列行進では車両部隊

や消防団員の行進も行い、市民にＰＲしています。 
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別表３ 報酬及び出動手当 

 （報酬） 

階 級 年報酬 

団  長 178,000円 

副 団 長 121,000円 

分 団 長 98,000円 

副分団長 77,000円 

部  長 
基本消防団員 72,000円 

機能別消防団員 36,000円 

班  長 
基本消防団員 45,000円 

機能別消防団員 22,000円 

団  員 
基本消防団員 36,500円 

機能別消防団員 18,000円 

 

 （出動手当） 

出動種別 支給対象者 支給額 

出 動 
水火災等の災害現場に出動し、

消防業務に従事した団員 
4,000円／回 

訓 練 
訓練及び団長が認めた行事等に

参加した団員 
2,500円／回 

 

警 戒 

火災予防又は地震、暴風雪等の

災害の警備警戒に出動し、その

業務に従事した団員 

 

2,500円／回 

その他 
非火災、広報活動など上記に属

さない業務に従事した団員 
2,500円／回 

機関員 
車両の運転及びポンプ運用に携

わる団員（各部１名） 
20,000円／年 

 ※出動が４時間を超えたときは、１回につき8,000円、訓練、警戒又はその

他の従事時間が４時間を超えたときは、１回につき5,000円。 
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別表４ 貸与品 

(1) 全団員に貸与しているもの 

品  名 

活 動 服 （ 上 下 衣 ） 

長 靴 

ア ポ ロ キ ャ ッ プ 

ベ ル ト 

階 級 章 

略 帽 

帯 

乗 馬 ズ ボ ン （ 男 性 の み ） 

腹 か け （ 男 性 の み ） 

 (2) 部に貸与しているもの 

品  名 

ヘ ル メ ッ ト 

半 纏 

防 火 衣 

防 火 帽 

防 火 手 袋 

ア ル ミ ッ ク ス 長 靴 

 

 

 

 



別表５ 福祉共済制度の給付内容 

区 分 事 由 給付名称 金額（円） 

 

 

死  亡 

 

 

 

公  務 

遺 族 援 護 金 1,000,000 

弔 慰 金 23,000,000 

保 育 援 護 金 

（未就学被扶養者１人あたり） 
250,000 

公 務 外 遺 族 援 護 金 1,000,000 

 

 

重度障害 

 

公  務 

重度障害見舞金 23,000,000 

生 活 援 護 金 1,000,000 

保 育 援 護 金 

（未就学被扶養者１人あたり） 
250,000 

公 務 外 生 活 援 護 金 1,000,000 

 

 

 

障害 

※等級は消防

協会の指標 

 

 

 

事故又は疾病によ

り一定の障害の状

態に該当したとき 

 

 

障害見舞金 

３級又は４級 500,000 

５級又は６級 300,000 

７級又は８級 180,000 

９級又は10級 90,000 

11級又は12級 60,000 

公務の場合の 

付加給付 

 

見舞金 

 

３級～

６級 

１号～２号 750,000 

３号 500,000 

７級～

９級 

１号～２号 500,000 

３号 400,000 

入院 
事故又は疾病によ

る入院 

入院見舞金（120日限度） 

７日以上の入院で入院日数１日あたり  
1,500 

 ※共済金の請求期限（時効）について 

  (1) 遺族援護金等 

加入者が亡くなった日の翌日から３年間 

  (2) 生活援護金・障害見舞金等 

     加入者が障害等級第１級から第12級までの状態に該当し、治った日

の翌日から３年間 

    (3) 入院見舞金 

     加入者が事故又は疾病を直接の原因として、その原因が発生した日

から1 8 0日以内に病院又は診療所に７日以上入院し、退院した日の翌

日、又は入院日数が1 2 0日を超えた日から３年間 
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別表６ 退職報償金支給額表 

（単位：千円） 

  職務年数 

階 級 

５年以上

10年未満 

10年以上

15年未満 

15年以上

20年未満 

20年以上

25年未満 

25年以上

30年未満 

30年以上

35年未満 
35年以上 

団 長 ２３９ ３４４ ４５９ ５９４ ７７９ ９７９ 1,079 

副 団 長 ２２９ ３２９ ４２９ ５３４ ７０９ ９０９ 1,009 

分 団 長 ２１９ ３１８ ４１３ ５１３ ６５９ ８４９ ９４９ 

副 分 団 長 ２１４ ３０３ ３８８ ４７８ ６２４ ８０９ ９０９ 

部長及び班長 ２０４ ２８３ ３５８ ４３８ ５６４ ７３４ ８３４ 

団 員 ２００ ２６４ ３３４ ４０９ ５１９ ６８９ ７８９ 
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４ 出動の手引き 

(1) 基本事項 

   出動は３人以上で行う。 

   部長(班長)の指示に従って活動する。 

(2) 火災出動 

   火災の際の出動方法については、各部で取り決めがあるため、部長(班

長)の指示に従ってください。 

   なお、消防団への情報提供及び出動要請は次のように行われます。 

  ア 情報提供（災害周知） 

    常備消防出動指令と同時に災害メール(※１)により情報提供される。 

  イ 出動要請 

    出動該当消防団に順次指令(※２)が発信される。 

    ※１ 災害メールとは 
       災害の発生を電子メールで知らせています。班長以下の登録は任意です

が、情報取得しておくことで、有事の際の迅速な出動につながるため、登

録をお勧めします。登録方法は各部に資料があるので、部長等に確認して

ください（危機管理課窓口でも登録が可能です）。 

    ※２ 順次指令とは 

       出動該当消防団幹部に機械音声による電話連絡により出動要請するもの

で、出動した北上消防署が消防団の応援が必要な場合に実施されるもので

す。 

(3) 大雨・洪水警報、暴風(暴風雪)警報発表時 

状況に応じて、災害メールを活用して出動要請が発信される場合があ

ります。要請内容に従い警戒巡視等の活動を行い、被害・危険箇所を発

見した場合は消防本部へ無線報告をしてください。また、台風接近時は

外出・飲酒を控えるなど、いつでも出動できる準備をお願いします。 

 (4) 震度４以上の地震発生時 

各自、テレビ・ラジオ等で震度を確認し、震度４以上であった場合は

出動要請の有無に関わらず屯所参集してください。 

  ア 発災直後 

    自分と家族の安全を図り、安全を確認後、速やかに屯所に行く。 

  イ 出動 

  団員３人がそろい次第、管轄の警戒巡視に出向してください。被害を

発見した場合は消防本部へ無線報告をお願いします。また、管轄に避難

所がある場合は避難者の有無を確認して報告してください。 
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消防団員募集 
 

自分たちのまちは、自分たちで守る！！ 

 

◎「北上市消防団」では、地域の防災リーダーとなる消防団

員を募集しています。 

 

◎消防団員は、普段は自分の仕事に従事しており、その中で

消防団活動をしているので、自分のできる範囲で活動して

もらっています。 

 

◎消防団には、様々な職業や年齢の人が集まっており、いろ

いろな人と知り合うことができます。消防団に入って仲間

づくりをしてみませんか？ 

 

◎消防団で地域のボランティア活動をしてみましょう！！ 

 

◎消防団員になるための特別な資格はありません。また、女

性消防団員も増えてきています。 

 

◎入団を希望する方は、次の問い合わせ先や地域の消防団員

にご連絡ください。 

 

 

 

   問い合わせ先 

   北上市消防団事務局（北上市企画部危機管理課）      

   電 話 ０１９７－７２－８３０５（ダイヤルイン） 

   ＦＡＸ ０１９７－６５－５１７０ 

   メール bousai@city.kitakami.iwate.jp 

 

 


